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昨
年
７
月
、
岡
山

Tenjin9

能
舞
台
、
12
月
、

国
立
能
楽
堂
に
続
き
、
本
年

１
月
、
大
槻
能
楽
堂
に
て
小

笠
原
由
祠
作
・
演
出
・
主
演

ネ
オ
狂
言
「
ポ
ル
チ
ー
ニ
」

が
、
作
品
モ
チ
ー
フ
で
あ

る
狂
言
「
茸
（
く
さ
び
ら
）」

と
同
時
に
演
じ
ら
れ
た
。
小

笠
原
師
は
多
く
の
新
作
狂
言

を
手
掛
け
て
い
る
が
、
今
回

の
「
ポ
ル
チ
ー
ニ
」
は
狂
言

様
式
を
超
え
て
お
り
、「
ネ

オ
（
新
た
な
）
狂
言
」
と
表

現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

狂
言
成
立
の
歴
史
は
定
か

で
は
な
い
が
、
今
年
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
平
安
時
代
に
書
か
れ

た
「
新
猿
楽
記
」
に
は
京
で

演
じ
ら
れ
た
芸
能
の
「
さ
る

が
く
」
と
し
て
、
滑
稽
な
物

真
似
芸
等
が
み
ら
れ
、
そ
の

様
な
雑
技
芸
能
が
元
と
な

り
、
南
北
朝
時
代
に
は
狂
言

の
原
型
が
成
立
し
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。以
来
６
５
０
年
、

狂
言
は
途
絶
え
る
事
な
く
様

式
性
は
磨
か
れ
て
き
た
。
小

笠
原
師
は
狂
言
の
源
流
を
探

る
事
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
、「
新
猿
楽
記
」
研
究
を

行
う
と
共
に
（
そ
の
内
容
は

小
笠
原
師
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
照
）、
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー

京
都
や
平
安
神
宮
庭
園
等

で
、
平
安
時
代
の
「
さ
る
が

く
」
型
式
を
再
現
す
る
公
演

を
行
っ
て
き
て
い
る
。
今
回

の
ネ
オ
狂
言
も
そ
の
延
長

と
も
言
え
る
が
、「
さ
る
が

く
」
も
当
時
の
世
相
を
皮
肉

り
笑
い
飛
ば
す
よ
う
な
内
容

で
あ
っ
た
様
で
、
今
回
演
じ

た
「
ポ
ル
チ
ー
ニ
」
も
現
代

社
会
の
矛
盾
を
痛
烈
に
風
刺

す
る
喜
劇
と
し
て
軽
妙
に
演

じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
狂

言
の
様
式
性
に
と
ら
わ
れ
て

い
な
い
が
、
演
出
・
演
技
は

狂
言
師
と
し
て
習
得
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

狂
言
「
茸
」
は
庭
に
は
び

こ
る
奇
妙
な
多
数
の
茸
を
祈

祷
に
よ
り
山
伏
に
取
り
除
く

よ
う
に
依
頼
す
る
が
、
祈
れ

ば
祈
る
ほ
ど
茸
が
増
え
て
山

伏
を
襲
う
と
い
う
山
伏
狂
言

特
有
の
内
容
だ
が
、
ネ
オ
狂

言
で
は
狂
言
「
茸
」
を
下
敷

き
に
し
て
、
漫
画
家
・
赤
塚

不
二
夫
の
マ
ン
ガ
人
気
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
達
を
登
場
さ
せ
て

い
る
。
彼
が
主
演
す
る
万
能

科
学
者
「
イ
ヤ
ミ
博
士
」
が

バ
カ
ボ
ン
の
パ
パ
に
頼
ま
れ

て
、「
ポ
ル
チ
ー
ニ
」
即
ち

イ
タ
リ
ア
語
の
茸（
キ
ノ
コ
）

の
駆
除
を
試
み
る
が
大
失
敗

す
る
と
い
う
筋
書
き
に
創
ら

れ
て
い
る
。
科
学
万
能
の
現

代
文
明
社
会
が
開
発
に
よ
る

自
然
破
壊
を
進
め
、
自
然
か

ら
の
逆
襲
を
受
け
る
事
を
風

刺
す
る
内
容
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。

　

先
に
述
べ
た
通
り
、
狂
言

の
源
流
芸
能
に
は
当
時
の
世

相
へ
の
風
刺
の
笑
い
が
込
め

ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
様
式
化
が
進
ん
だ
現

代
狂
言
で
は
社
会
的
風
刺
を

前
面
に
感
じ
る
事
は
少
な

い
、
む
し
ろ
和
楽
の
世
界
や

人
間
肯
定
の
普
遍
的
笑
い
が

狂
言
の
本
質
と
な
っ
て
い
る

と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
狂

言
を
観
る
者
が
時
に
は
風
刺

を
そ
の
中
に
見
る
こ
と
も
楽

し
み
の
一
つ
で
あ
る
。
小
生

が
学
生
時
代
に
初
め
て
狂
言

「
茸
」
を
観
た
頃
、
ベ
ト
ナ

ム
反
戦
運
動
が
米
国
の
若
者

達
の
間
で
盛
り
上
が
っ
て
い

た
が
、
次
々
に
出
現
す
る
キ

ノ
コ
を
ベ
ト
コ
ン
に
見
立
て

る
観
客
が
多
く
い
た
こ
と
を

思
い
出
す
。
と
こ
ろ
で
、
昨

年
５
月
、
小
笠
原
師
は
日
越

国
交
樹
立
50
周
年
記
念
に
招

か
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
で
狂
言

「
茸
」
を
現
地
の
役
者
た
ち

を
指
導
し
共
演
し
た
。
三
万

人
を
超
え
る
観
客
の
中
で
、

当
時
の
こ
と
を
思
っ
た
の
は

小
生
だ
け
だ
っ
た
か
も
知
れ

な
い
。

　

昨
年
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５

類
と
な
り
、
よ
う
や
く
能
楽

堂
へ
観
客
が
戻
っ
て
き
た

が
、今
回
の
「
ポ
ル
チ
ー
ニ
」

を
観
て
、
文
明
社
会
の
開
発

が
自
然
を
破
壊
し
発
展
し
て

き
た
歴
史
の
中
で
、
自
然
の

逆
襲
と
し
て
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ー

ル
ス
が
変
異
を
続
け
て
人
間

社
会
を
襲
っ
て
き
て
い
る
こ

と
を
、
10
年
以
上
の
キ
ャ
リ

ア
を
持
つ
山
伏
・
大
先
達
修

験
者
で
も
あ
る
小
笠
原
師
は

意
図
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
地
球
温
暖

化
が
進
め
ば
科
学
の
力
だ
け

で
果
た
し
て
人
類
は
生
き
延

び
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
、
と
い
う
哲
学
的
な
問

題
提
起
を
「
ポ
ル
チ
ー
ニ
」

に
小
生
は
感
じ
る
。

　

小
笠
原
師
が
２
０
１
１
年

に
京
都
国
民
文
化
祭
で
京
都

国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
依
頼
を
受
け
て
、
世
界
遺

産
・
二
条
城
で
「
ネ
オ
狂
言

×
マ
ン
ガ
×
仮
面
劇
～
赤
塚

不
二
夫
の
世
界
～
」
と
題
し

た
イ
タ
リ
ア
仮
面
劇
コ
ン
メ

デ
ィ
ア
デ
ラ
ル
テ
様
式
に
よ

る
「
ポ
ル
チ
ー
ニ
」
の
初
演

を
観
た
が
、
翌
年
か
ら
三
年

間
、
桃
山
大
学
と
の
共
同
研

究
「
中
近
世
の
日
本
と
イ
タ

リ
ア
に
お
け
る
仮
面
喜
劇
の

生
成
発
展
と
現
代
的
実
践
に

つ
い
て
」の
活
動
を
通
じ
て
、

イ
タ
リ
ア
人
の
コ
ン
メ
デ
ィ

ア
デ
ラ
ル
テ
役
者
と
「
狂
言

の
起
源
を
探
っ
て
」
を
テ
ー

マ
に
共
演
を
重
ね
、
ベ
ネ

ツ
ィ
ア
大
学
で
の
研
究
成
果

を
発
表
す
る
な
ど
、
小
笠
原

師
は
今
回
の
公
演
の
ベ
ー
ス

と
な
る
研
鑽
を
積
ん
で
き

「新作狂言「ポルチーニ」」（撮／新宮夕海）

た
。

　

ま
た
、
小
笠
原
師
は
中
世

民
間
仮
面
の
研
究
家
、
乾
武

俊
氏
（
故
人
、「
能
面
以
前
」

著
者
）
と
親
交
が
あ
り
、
仮

面
研
究
に
も
造
詣
が
深
か
っ

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
舞
台
に

立
つ
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
三
年
間
、
自
身
で
狂
言

面
・
能
面
を
彫
る
こ
と
に
没

頭
し
、
今
回
の
「
ポ
ル
チ
ー

ニ
」
で
は
全
て
自
作
の
仮
面

を
使
っ
て
演
出
し
て
い
る
。

国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
パ
リ
や

ハ
ノ
イ
な
ど
で
自
作
面
の
展

示
会
を
開
き
好
評
を
博
し
て

い
る
。
狂
言
師
と
仮
面
作
家

の
“
二
刀
流
“
を
彼
は
自
称

し
て
い
る
。

小
笠
原
師
は
狂
言
師
の
家
に

生
ま
れ
た
者
で
は
な
く
、
若

く
し
て
和
泉
流
狂
言
、
野
村

萬
師
の
門
を
叩
き
狂
言
師
と

な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
狂

言
を
演
じ
る
だ
け
で
な
く
狂

言
研
究
を
深
め
る
た
め
に
、

研
鑽
を
重
ね
独
自
の
活
動
を

続
け
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に

よ
り
国
内
の
み
な
ら
ず
フ
ラ

ン
ス
を
始
め
国
際
的
に
も
活

動
を
広
げ
評
価
さ
れ
、
多
数

の
公
演
や
海
外
の
演
技
者
の

狂
言
技
法
に
よ
る
指
導
な
ど

を
行
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
と
し
て
現

状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、

本
年
８
月
25
日(

日) 

、
ネ

オ
狂
言
会
第
三
弾
が
国
立
能

楽
堂
に
て
本
作
品
を
更
な
る

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
再
演

さ
れ
る
。
常
に
探
求
心
旺
盛

な
姿
勢
に
て
狂
言
の
源
流
を

探
る
「
ネ
オ
狂
言
会
」
に
拍

手
喝
采
を
送
る
も
の
で
あ

る
。

（
是
枝
義
維
／
早
稲
田
大
学

狂
言
研
究
会
Ｏ
Ｂ
）

ネ
オ
狂
言
「
ポ
ル
チ
ー
ニ
」
に
み
る

　

温
故
知
新
の
取
組

『
ネ
オ
狂
言
』
と
は
…

　
『
ネ
オ
狂
言
』
と
は
、
洗

練
さ
れ
る
以
前
の
、
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
姿
を
残
し
た
舞

台
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
、

新
た
な
試
み
の
狂
言
を
指
し

て
い
る
。

　

能
の
面
と
、
狂
言
の
面
で

は
使
わ
れ
る
あ
り
か
た
が
違

う
。
能
の
面
は
、
そ
の
ま
ま

役
に
な
り
き
る
た
め
の
面

で
、
ア
イ
狂
言
の
除
く
本
狂

言
の
場
合
は
、
仮
面
と
し
て

使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。「
武

悪
」
や
「
清
水
」
の
鬼
の
面

な
ど
が
こ
れ
だ
。

　
『
ネ
オ
狂
言
』
は
、
従
来

の
狂
言
の
技
法
を
使
い
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

演
じ
る
こ
と
で
再
構
築
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

　

狂
言
の
面
の
種
類
は
少
な

い
が
、『
ネ
オ
狂
言
』
で
は
、

新
作
の
面
も
使
っ
て
い
こ
う

と
、
催
主
の
小
笠
原
由
祠
氏

自
身
が
製
作
し
た
面
を
使
っ

て
い
る
。

　

既
に
延
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
「
コ
ン
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ッ

ラ
ル
テ
」
の
様
式
で
上
演
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て

い
て
、
今
後
も　

新
し
い
道

を
切
り
開
い
て
行
く
こ
と
に

な
り
そ
う
だ
。


